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希土類金属の抽出・分離に用いられる溶媒抽出法において、カルボキシル基(-COOH)を有するｼﾞｸﾞﾘｺｰﾙｱﾐ
ﾄﾞ酸(DGAAと略記)型抽出剤が、希土類金属と結合し易く、低酸性条件下では大きな抽出能を示すことを利
用する。すなわち、同抽出剤を含む有機溶媒と、目的の希土類金属を含む低酸性水溶液とを混合し、有機
相中に抽出する。これにより、抽出剤自身の水への溶解度が低く、有害残渣成分が除去された、環境への
負荷が少ない抽出剤が合成され、希土類金属の効率的な抽出・分離が可能となる。

技術的特長

従来実用化されているリン系抽出剤に匹敵する優れた抽出能と選択的分離能が実現される。

発明の効果

Nd磁石に代表される希土類磁石はハードディスク用やエアコン用、電気自動車・ハイブリッド車用各種モー
ターやセンサー等に広く使用されている。また、ニッケル電池等の電子材料などに幅広く用いられている。
(1)電気・電子機器産業 (2)自動車・自動車部品メーカ (3)IT・PC等情報端末機器メーカ
(4)各種部品・素材産業・材料製造業 (5)重工業・機械メーカ一 等

本特許の活用用途
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（1）【化１】に示すDGAAにアルキル基を導入した化合物
の骨格を有し、希土類金属と結合し易く、低酸性条
件下では抽出性能が増す抽出剤を含む有機溶媒と、
目的の希土類金属を含む水溶液(pH1～3)とを混合
し、有機相中に希土類金属を抽出する。

(2) 本発明の抽出剤(DODGAA)と市販のVersatic 10(カ
ルボン酸系)及びリン系のPC88A、D2EHPAについて
抽出・分離性能を比較して【図1】【図2】【表1】に示す。
その結果、
①同系のVersatic10を大きく上回る抽出・分離性能

を示し、リン系抽出剤にも劣らない性能を示す。
②水への溶解度も充分小さく、水環境への負荷が

小さい(表１)。
（3）以上により、水への溶解度が低く、残渣成分の完全

焼却性など環境負荷も小さく、既存のリン系抽出剤
に匹敵する優れた抽出能・分離能を有する抽出剤
が得られ、希土類金属を効率的に抽出できる。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

（1）従来のリン系抽出剤では抽出剤自身の水への溶解
が起こりやすく、劣化した抽出剤を完全に焼却でき
ず、腐食性残渣が残る等の問題があった。

（2）リン系以外のカルボン酸系抽出剤では、高酸性条
件で抽出が起こらず、効率・性能が著しく劣る。

従来の問題点

本特許の具体的内容

【図2】DODGAA*とPC88A、D2EHPA
の分離係数比較図

【図1】DODGAA*とVersatic10の
分離係数比較図

R1, R2：アルキル基1, 2（炭素数≧6）
【化１ 】

*DGAAに２ｵｸﾁﾙ酸(-C8H17)導入の抽出剤実施例

【表1】各抽出剤の溶解度測定試験結果
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